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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

近年、壁高さが高い大空間を構成する際にも軽量鉄骨壁

下地材が多く用いられるようになり、また耐火基準の観点

から 1 時間耐火などの基準を満たすために、せっこうボー

ドを 2 層張りするものが多く見られるが、比較的質量の大

きいせっこうボードを上下運搬し取り付け作業を行うため、

その施工に要する作業量は非常に大きいものとなっている。  

また、足場を用いた上下作業になることもあるため、労働

安全管理上のリスクにもなっている。 

本研究では、軽量鉄骨壁下地にせっこうボード両面単張

りにて 1 時間耐火の耐火認定を有する仕様にて、壁高さが

6m を超える壁面を構成した際に慣性力などの面外方向の

外力に対し、どれ程の曲げ耐力を有しているか実験にて確

認した結果について報告する。 

２２２２．．．．対象間仕切対象間仕切対象間仕切対象間仕切りりりり壁の壁の壁の壁の概要概要概要概要 

壁面の全体構成を図 1 に、断面構成を図 2ab に示す。 

スタッドは板厚が 1.2mm でサイズが 45mm×100mm の閉

鎖型断面の部材であり、面材は板厚が 25mm の強化せっこ

うボードとなっている。面材の長辺方向が壁面の高さ方向

になるようにドリルビスで 200mmピッチ以下で留め付けた

ものである。また、壁面の高さ方向の面材の継ぎ目には、耐

火性能上重要な板厚 0.6mm、幅 50mm の鋼製 T 型ジョイナ

を面材と一緒にドリルビスで留めつけたものになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．３．３．実験概要実験概要実験概要実験概要    

（1）目地部分モデル 2 点加力曲げ実験 

実験は壁高さ方向の面材の継ぎ目をモデル化し、支点間

距離を 1000mm にて、より低荷重で曲げ変形が確認できる

ようにスタッドと同じ板厚 1.2mm のコ形断面の部材にて置

換し、中央から両側に 150mm ずつ離れたところを加力点と

して、面材に圧縮力が作用する方向と引張力が作用する方

向の曲げ挙動について確認した。試験状況を図 3 に、試験

体の断面図を図 4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）実大部分モデル中央集中加力実験 

実験は壁高さ 6.5m を想定し、中央集中加力により面外方

向への曲げ変形挙動を確認するため、壁面を水平になるよ

うに試験架台に設置し、油圧シリンダーを用いて鉛直下向

きに加力した。なお、面材の目地を支持スパン中央を起点に

設けるように試験体を作成した。 

試験体図を図 5 に、試験体諸元を表 1 に示す。 

試験体のパラメータとしては、スタッドの降伏点と面材

のヤング率としており、Case1-1 は一般用鋼材とヤング率が

高い面材を組み合わせたもの。Case1-2 は一般用鋼材とヤン

グ率が低い面材、Case 1-3 は高強度一般用鋼材とヤング率が

低い面材、Case 1-4 は高強度一般用鋼材とヤング率が高い面

材となっている。図 6ab にスタッドおよびボードの材料試

験の結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両面単層張り高耐力間仕切り壁の面外挙動に関する研究 
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図図図図 1111    壁面の全体構成壁面の全体構成壁面の全体構成壁面の全体構成    

図図図図 2222    壁面の断面構成壁面の断面構成壁面の断面構成壁面の断面構成    
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bbbb））））    鉛直断面鉛直断面鉛直断面鉛直断面    ボードボードボードボード継ぎ継ぎ継ぎ継ぎ目目目目部部部部    

図図図図 3333    目地モデル目地モデル目地モデル目地モデル実験状況実験状況実験状況実験状況    図図図図 4444    目地モデル試験体目地モデル試験体目地モデル試験体目地モデル試験体断面図断面図断面図断面図    

図図図図 5555    実大モデル実大モデル実大モデル実大モデル試験体図試験体図試験体図試験体図    
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４４４４．．．．実験結果実験結果実験結果実験結果        

（1）目地部分モデル 2 点加力曲げ実験 

P-δ曲線を図 7 に、終局時の状況を図 8ab に示す。 

ボード圧縮側は最大荷重が約 0.7kN、引張側は約 0.3kN と

なった。剛性は引張側目地無しでは圧縮側とほぼ重なって

いるものの、目地があるものは明らかに低い挙動を示した。 

既往の研究 1)と同様に図 4 で示した断面形状にて、合成梁

の曲げ剛性を算出し、ビス効率（以下結合率）αを圧縮・引

張それぞれの曲線に近似させるように設定すると、圧縮結

合率αc＝0.4、引張結合率αt＝0.04 が得られた。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

（2）実大部分モデル中央集中加力実験 

M-δ曲線を図 9に、Case1-1の実験状況を図 10a-fに示す。 

既往の研究の通り、面材の曲げ剛性（ヤング率）が等しい

Case1-1 と 1-4、Case1-2 と 1-3 で同様の挙動を示した。 

目地部分モデル実験から得られたαc、αt を用いて算出

した合成梁の曲げ剛性 EIa（=112.3kN･㎡）、EIb（=95.7kN･

㎡）を比較するとそれぞれに良く合っていることが分かる。 

終局曲げモーメントは、ボードのヤング率とスタッドの

降伏点の高い組合せから順に Case1-4＜1-1＜1-3＜1-2 とい

う結果であった。 

全体の曲げ応力に対するスタッドの負担分 Rst として EIa、

EIb とスタッド単体の曲げ剛性 EIst（=90.67 kN･㎡）との比

率とする。これにそれぞれの降伏点を用いた全塑性モーメ

ントを乗じて終局曲げモーメント理論値M-limを算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例として Case1-1 の M-lim を算出すると、 

Rst＝EIst/EIa＝90.67/112.3＝0.807 

M-lim＝320（N/mm2）×Zp／0.807×3（本） 

   ＝12.90kN･m  となる。 

ここで塑性断面係数 Zp＝10851mm3 とする。 

各試験体に対応する M-lim を図 9 に短い水平線にて示し、

実験値と理論値の数値比較を表 2 に示す。全てのケースに

おいて差異が 10%以内となり、概ね一致する結果となった。 

また、ランナーとスタッドの節点に着目すると、加力前後

においてランナーとスタッドの空き寸法に変化を確認した。

端部 1 では、1mm→9mm 程度、端部 2 では、10mm→13mm

程度スタッド位置が動いていることが分かった。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５５５．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

実験結果から以下の項目について確認した。 

①単張り工法においてボード引張側と圧縮側の曲げ剛性の

差が大きいが、部分曲げ実験にて評価した結合率を用いる

ことで全体曲げ剛性を算出できる。 

②スタッドの全塑性モーメントを用いて実大実験の終局曲

げモーメントをおおよそ算出することができる。 

③曲げ変形によりスタッド端部の空き寸法が増加する。 
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図図図図 6666    材料試験結果材料試験結果材料試験結果材料試験結果    

a)a)a)a)    スタッド材料スタッド材料スタッド材料スタッド材料簡易簡易簡易簡易単純引張単純引張単純引張単純引張    b)b)b)b)    ボード材料ボード材料ボード材料ボード材料中央集中加力中央集中加力中央集中加力中央集中加力    

a)a)a)a)    圧縮側圧縮側圧縮側圧縮側    

b)b)b)b)    引張側引張側引張側引張側    
図図図図 7777    PPPP----δδδδ曲線曲線曲線曲線    図図図図 8888    終局時状況終局時状況終局時状況終局時状況    

表表表表 1111    試験体諸元試験体諸元試験体諸元試験体諸元    

図図図図 9999    実大モデル試験結果実大モデル試験結果実大モデル試験結果実大モデル試験結果    

図図図図 10101010    実大モデル試験実大モデル試験実大モデル試験実大モデル試験状況状況状況状況    

a)a)a)a)    試験前端部試験前端部試験前端部試験前端部 1111    b)b)b)b)    試験前中央部試験前中央部試験前中央部試験前中央部    c)c)c)c)    試験前端部試験前端部試験前端部試験前端部 2222    

d)d)d)d)    試験後端部試験後端部試験後端部試験後端部 1111    e)e)e)e)    試験後中央部試験後中央部試験後中央部試験後中央部    f)f)f)f)    試験後端部試験後端部試験後端部試験後端部 2222    

表表表表 2222    終局終局終局終局曲げモーメント一覧曲げモーメント一覧曲げモーメント一覧曲げモーメント一覧    

鋼種 板厚 降伏点 ヤング率 種別 板厚 ヤング率

（mm） （N/mm2） （N/mm2） （mm） （N/mm2）

Case1-1 320 2320

Case1-2 280 545

Case1-3 340 545

Case1-4 340 2320
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EＩａ、ＥＩｂ 降伏点 塑性断面係数

（kN･m2） （N/mm3） （mm3） 理論値 実験値

Case1-1 112.3 0.807 320 12.90 12.78 -0.93%

Case1-2 95.7 0.947 280 9.62 10.50 9.07%

Case1-3 95.7 0.947 340 11.69 11.80 0.96%

Case1-4 112.3 0.807 340 13.71 14.44 5.32%

10851

Rst
M-lim（kN･m）

対比
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